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は じ め に 

 

  1995 年 7 月 1 日に制定された製造物責任法の施行に伴ない，我が国の認証制度も欧米型の任意認定制

度への移行が進んでいます。技術基準も国際整合(IEC)化へ向けた動きのなか安全に対する市場要求も

強まっています。 

  この様な背景を受けて当工業会の部品技術委員会により，「電子部品の安全アプリケーションガイド」

が 1999 年 9 月に製品安全確保のため部品共通のアプリケーションガイドとして発行されました。これ

は電子部品共通の基本的な考え方，基本的な事項についてまとめられており，個別部品固有の事項を取

り入れた個別部品の安全アプリケーションガイドを作成する際の指針となるべき位置付けのものです。 

  これを受けて当委員会でトランスの安全確保のために「トランスの安全アプリケーションガイド」を

作成することになりました。トランスは機器の電源部に使用され，機器の必要な電力を供給するだけで

なく，機器の一次側と二次側を絶縁し感電の危険から保護する等，重要安全部品として位置付けられて

います。また，世界各国の安全規格による規制事項も多い部品です。 

  このトランスの特徴を正しく理解し，ご使用頂くために構造，原理，基本性能，使用技術，安全性等

の項目について，機器の設計に役立つ固有のノウハウをまとめ，電源トランス，スイッチング電源トラ

ンス，ＡＣアダプタ(トランス式)の３種類について，安全アプリケーションガイドの作成を行ないまし

た。 

  当アプリケーションガイドがセットメーカの方々に活用され，機器の安全性の向上に役立つことを願

うとともに，これからもトランスメーカ一丸となって製品安全の確保に努めるべく活動を展開すること

を作成メンバー全員で確認しました。 

  なお，今回のアプリケーションガイドの作成にあたり関西支部変成器委員会・ＰＳ分科会の協力をい

ただきトランス業界全体の考え方として反映することができました。 
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